
平成™�年š月š˜日 月曜日 (号外特第�号)官 報
〇
総
務
省
令
第
三
十
八
号

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及

び
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
過
疎
地

域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
定
め
る

省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
総
務
省
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
中
「
又
は
第
二
号
」
を
「
、
第
二
号
又
は
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中「
若
し
く
は
第
二
号
」

を
「
、
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
三
十
七
号

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及

び
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
業
者
を
定
め
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
業
者
を
定
め

る
省
令

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
総
務
省

令
で
定
め
る
事
業
者
は
、
鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鉄
道
事
業

者
又
は
軌
道
法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
軌
道
経
営
者
（
以
下
「
鉄
道
事
業
者
等
」
と
い

う
。）で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

一

路
線
の
全
部
又
は
一
部
が
東
京
都
、
松
戸
市
、
船
橋
市
、
横
浜
市
、
名
古
屋
市
、
大
阪
市
、
堺
市
、
川
西
市
、

姫
路
市
又
は
福
岡
市
に
存
す
る
鉄
道
事
業
者
等
で
、
そ
の
営
む
鉄
道
又
は
軌
道
に
係
る
路
線
の
長
さ
の
合
計
が
、

鉄
道
に
あ
っ
て
は
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、
軌
道
に
あ
っ
て
は
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い
る
も
の

二

他
の
鉄
道
事
業
者
等
と
直
通
運
輸
を
行
う
鉄
道
事
業
者
等
で
、
そ
の
営
む
路
線
の
全
部
又
は
一
部
が
東
京
都
、

名
取
市
、
成
田
市
、
横
浜
市
、
大
阪
市
、
豊
中
市
又
は
神
戸
市
に
存
す
る
も
の
の
う
ち
、
そ
の
営
む
路
線
の
長
さ

と
当
該
鉄
道
事
業
者
等
が
直
通
運
輸
に
使
用
す
る
当
該
他
の
鉄
道
事
業
者
等
の
営
む
路
線
の
長
さ
の
合
計
が
十
七

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

三

第
三
種
鉄
道
事
業
者（
鉄
道
事
業
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
三
種
鉄
道
事
業
者
を
い
う
。以
下
同
じ
。）

で
、
そ
の
営
む
路
線
の
全
部
又
は
一
部
が
東
京
都
、
成
田
市
、
印
西
市
、
常
滑
市
、
名
古
屋
市
、
大
阪
市
、
泉
佐

野
市
、
神
戸
市
、
生
駒
市
又
は
和
歌
山
市
に
存
す
る
も
の

四

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
旅
客
会
社
若
し
く
は
貨
物
会
社
又
は
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物

鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
一
号
）
附
則
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
新
会
社

五

鉄
道
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
運
輸
省
令
第
六
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
普
通
鉄
道
以
外
の
鉄
道
事

業
者
及
び
こ
れ
と
同
等
の
路
線
を
運
行
す
る
軌
道
経
営
者

六

そ
の
業
務
の
範
囲
を
貨
物
運
送
に
限
定
し
て
い
る
鉄
道
事
業
者

七

主
に
観
光
を
目
的
と
し
た
路
線
の
み
の
運
行
を
行
っ
て
い
る
鉄
道
事
業
者

八

地
方
公
共
団
体
（
第
三
種
鉄
道
事
業
者
又
は
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九

年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
軌
道
整
備
事
業
を
行
う
事
業
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
を
除

く
。）附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
四
十
号

雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
失
業
者
の
退
職
手
当

支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

失
業
者
の
退
職
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

失
業
者
の
退
職
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
五
十
年
総
理
府
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、」の
下
に
「
退
職
の
際
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
二
項

を
加
え
る
。

５

受
給
資
格
者
は
、
受
給
資
格
証
（
特
例
職
員
以
外
の
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
受
給
資
格
証
（
そ
の
一
）
を
、
特

例
職
員
で
あ
る
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
受
給
資
格
証
（
そ
の
二
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
交
付
を
受
け
た
後
、

氏
名
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
三
の
二
に
よ
る
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
に
、
住
所
又
は
居
所
を

変
更
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
三
の
二
に
よ
る
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
に
、
氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は

居
所
の
変
更
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
受
給
資
格
証
を
添
え
て
、
変
更
後
最
初
に
出
頭
し
た
失

業
の
認
定
日
に
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
受
給
資
格
証
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

６

管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
又
は
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
の
提
出
を
受
け
た
と

き
は
、
受
給
資
格
証
に
必
要
な
改
定
を
し
、
当
該
受
給
資
格
者
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
第
一
項
中「（
特
例
職
員
以
外
の
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
受
給
資
格
証
（
そ
の
一
）
を
、
特
例
職
員
で
あ
る

受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
受
給
資
格
証
（
そ
の
二
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
と
き
は
、」の
下
に
「
別
記
様
式
第
八
の
二
に
よ
る
」
を
加
え
る
。

第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
五
条
前
段
」
の
下
に
「
、
第
六
条
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を
加
え
る
。

〇
総
務
省
令
第
三
十
九
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
十
号
）、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
四
号
）
等
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

百
六
十
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
自
治
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

地
方
自
治
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

地
方
自
治
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
内
務
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八
号
を
削
る
。

第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
ヌ
及
び
ル
を
削
る
。

第
二
十
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中「（
第
一
項
第
一
号
ル
を
除
く
。）」
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

›™�


		2014-03-31T09:07:07+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




